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○飯能市木造住宅建替え工事補助金交付要綱

平成２５年３月２９日

告示第１２１号

改正 平成２８年３月９日告示第８７号

令和２年３月３１日告示第８８号

令和３年３月３１日告示第９７号

令和４年３月３１日告示第１０１号

令和５年２月２７日告示第５１号

令和７年３月３１日告示第９５号

(趣旨)

第１条 この要綱は、飯能市建築物耐震改修促進計画に基づき、既存建築物の耐震化の促

進を図るため、市内における既存木造住宅の建替え工事を行う者に対し、補助金を交付

することに関し必要な事項を定めるものとする。

２ 前項の補助金の交付に関しては、飯能市補助金等の交付手続等に関する規則(平成１８

年規則第２号。以下「規則」という。)に定めるもののほか、この要綱の定めるところに

よる。

(用語の意義)

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、当該各号に定めるところに

よる。

(１) 耐震診断 飯能市木造住宅耐震診断補助金交付要綱(平成２３年飯能市告示第９９

号。以下「耐震診断要綱」という。)第２条に規定する耐震診断をいう。

(２) 建替え工事 建設業法(昭和２４年法律第１００号)第２条第３項に規定する建設

業者又は埼玉県知事の登録を受けた解体工事業者が、既存の木造住宅を全て除却し、

当該木造住宅の所有者が建築物を建築する権利を有する市内の敷地に新たに建築物

（原則として建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律（平成２７年法律第５

３号）第２条第１項第３号に規定する建築物エネルギー消費性能基準（以下「省エネ

基準」という。）に適合するものに限る。）を建築する工事(公共事業の施行に伴い補

償の対象となるものを除く。)をいう。

(３) 市内業者 本市内に住所を有する業者をいう。

(補助対象者)

第３条 補助金の交付の対象となる者は、次に掲げる要件に該当する者とする。
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(１) 市内に存する木造住宅で、次に掲げる要件に該当するもの(以下「補助対象建築

物」という。)の所有者又は当該所有者の２親等以内の親族(以下「所有者の親族」と

いう。)であること。

ア 耐震診断要綱第３条第１号に規定する建築物であること。

イ 耐震診断による上部構造評点が１．０未満と判定された建築物であること。

(２) 市税(国民健康保険税を含む。以下同じ。)の納税義務者で、市税を完納している

こと。

(補助金の額等)

第４条 補助金の額は、次に掲げる額の合計額とする。

(１) 補助対象建築物１棟につき建替え工事に要した費用(当該補助対象建築物が一戸建

ての住宅以外の建築物の場合であって当該費用が床面積１平方メートルにつき３４，

１００円を超えるときは、床面積１平方メートルにつき３４，１００円で算定した額)

に補助率１００分の２３を乗じて得た額(当該額に１，０００円未満の端数が生じたと

きは、その端数金額を切り捨てた額)とし、３０万円を限度とする。

(２) 租税特別措置法(昭和３２年法律第２６号)第４１条の１９の２に規定する所得税

額の特別控除の額

２ 補助金の交付に当たっては、前項に規定する額から同項第２号の額をあらかじめ差し

引いて、同項第１号の額を交付するものとする。

３ 第１項第１号の規定にかかわらず、市内業者により建替え工事を行う場合の補助金の

限度額は、同号に定める補助金の限度額に１０万円を加算した額とする。

(申請書の様式等)

第５条 規則第５条第１項の申請書の様式は、様式第１号のとおりとする。

２ 前項の申請書には、次に掲げる書類を添付するものとする。

(１) 付近見取図

(２) 既存建築物の外観及び内観写真

(３) 補助対象建築物が店舗等の併用住宅の場合又は耐震診断を行った場合は、既存建

築物の配置図及び各階平面図

(４) 補助対象建築物の所在証明書(当該建築物が共有である場合は、全ての共有者が表

示されているもの)又はそれに代わるもの
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(５) 所有者の親族が補助金の交付を受けようとする場合は、補助対象建築物の所有者

の２親等以内の親族であることが確認できる書類及び建替え工事の実施について所有

者(当該建築物が共有である場合は、全ての共有者)の同意があることを証する書類

(６) 耐震診断の結果報告書の写し又は第３条第１号イに規定する建築物であることが

確認できる書類

(７) 建替え工事の見積書の写し

(８) 建替え工事を実施する建設業者の建設業許可書の写し又は埼玉県知事の登録を受

けた解体工事業者であることが確認できる書類

(９) 市税の未納がないことが確認できる書類

(１０) その他市長が必要と認める書類

(交付決定通知書等の様式等)

第６条 規則第８条第１項の交付決定通知書の様式は、様式第２号のとおりとする。

２ 補助金の交付を受けようとする者は、前項の交付決定通知書を受けた後に建替え工事

(除却工事を含む。)に着手するものとする。ただし、市長がやむを得ない理由があると

認めるときは、この限りでない。

(変更承認申請等)

第７条 前条第１項の交付決定通知書を受けた者(以下「交付決定者」という。)は、補助

金の交付申請の内容を変更し、又は建替え工事を中止しようとするときは、あらかじめ

飯能市木造住宅建替え工事補助金変更等承認申請書(様式第３号)を市長に提出し、その

承認を受けなければならない。

２ 前項の規定により補助金の交付申請の内容が変更された場合においても、補助金の額

は増額しないものとする。

３ 市長は、第１項の規定による申請があったときは、その内容を審査し、審査結果を様

式第４号により同項の規定による申請をした者に通知するものとする。

(実績報告書の様式等)

第８条 規則第１４条第１項の報告書の様式は、様式第５号のとおりとする。

２ 前項の報告書は、建替え工事の完了後３０日以内又は補助金の交付を受けようとする

会計年度の３月２０日のいずれか早い日までに提出するものとする。

３ 第１項の報告書には、次に掲げる書類を添付するものとする。

(１) 建築基準法第７条第５項に規定する検査済証の写し
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(２) 建替え工事の前後で建築物の所在地を変更する場合は、除却工事の完了の状況が

確認できる写真

(３) 建替え工事の費用の内訳書及び契約書の写し

(４) 建替え工事の費用の領収書の写し又は支払が確認できる書類

(５) その他市長が必要と認める書類

(確定通知書の様式)

第９条 規則第１５条第１項の規定による通知は、様式第６号により行うものとする。

(その他)

第１０条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、市長が定める。

附 則

１ この告示は、平成２５年４月１日から施行する。

２ この告示は、令和８年３月３１日限り、その効力を失う。

附 則(平成２８年告示第８７号)

この告示は、公布の日から施行する。

附 則(令和２年告示第８８号)

この告示は、令和２年４月１日から施行する。

附 則(令和３年告示第９７号)

この告示は、令和３年４月１日から施行する。ただし、附則第２項の改正規定は、公布

の日から施行する。

附 則(令和４年告示第１０１号)

この告示は、公布の日から施行する。

附 則(令和５年告示第５１号)

この告示は、令和５年４月１日から施行する。


